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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第１四半期累計期間
第18期

第１四半期累計期間
第17期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年６月１日
至平成28年８月31日

自平成27年４月１日
至平成28年５月31日

売上高 （千円） 457,146 495,654 1,987,675

経常利益 （千円） 47,605 115,398 171,998

四半期純利益又は当期純損失

（△）
（千円） 32,307 81,832 △237,064

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 254,219 304,219 304,219

発行済株式総数 （株） 1,370,000 1,470,000 1,470,000

純資産額 （千円） 367,316 286,739 208,806

総資産額 （千円） 2,427,422 2,255,387 2,464,373

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
（円） 25.39 59.62 △181.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 24.69 － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 14.9 12.5 8.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第17期は潜在株式は存在するものの１株

当たり当期純損失金額のため記載しておりません。第18期第１四半期累計期間は希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第17期は、決算期変更により平成27年４月１日から平成28年５月31日までの14ヶ月間となります。これに伴

い、第17期第１四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）と第18期第１四半期累計期

間（平成28年６月１日から平成28年８月31日まで）とは対象期間が異なっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
（１）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善傾向などが見られ、全体として緩やか

な回復基調が続きました。一方、設備投資は持ち直しの動きに足踏みがみられ、海外経済で弱さがみられるなど、

先行きは依然として不透明な状態が続いております。

このような環境の中、このような環境の中、「増収増益の実現」「ビジネスモデルの拡大」「メンバーの強化」

などに取り組んでまいりました。

・ＩＴサービス売上

当社の本業である「継続ＩＴサービス」の売上は、前事業年度に引き続き順調に推移し、「一時的ＩＴサービ

ス」の売上は、商品売上の影響を受け若干低調に推移しました。その結果、ＩＴサービスの売上高は423,874千

円となりました。

・商品売上

商品売上については、一部の大型案件はあったものの全体的には若干低調に推移しました。その結果、商品売

上は71,780千円となりました。
 
利益面につきましては、効率性の向上に推し進めており利益を着実に確保しております。

以上により、当社の当第１四半期累計期間の業績は、売上高495,654千円、営業利益118,018千円、経常利益

115,398千円、四半期純利益81,832千円となりました。

なお、当社の事業はＩＴアウトソース事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しておりま

す。

また、前事業年度の決算期変更に伴い、当第１四半期累計期間は比較対象となる前第１四半期累計期間と対象期

間が異なるため、対前年同四半期増減比較は記載しておりません。
 
（２）財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における総資産は前事業年度末に比べ208,986千円減少し、2,255,387千円となりまし

た。これは、主に現金及び預金の減少等によるものです。

負債合計は、前事業年度末に比べ286,919千円減少し、1,968,647千円となりました。これは、買掛金や前受金、

損害補償損失引当金の減少及び長期借入金の返済による減少等によるものです。

純資産は、前事業年度末に比べ77,933千円増加し286,739千円となりました。これは、四半期純利益の計上によ

るものです。

なお、自己資本比率は前事業年度末と比較して4.3ポイント増加し、12.5％となりました。
 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,000,000

計 2,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月30日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,470,000 1,470,000 非上場
単元株式数

100株

計 1,470,000 1,470,000 ― ―

※東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（グロース）については、平成28年11月１日に上場廃止となっております。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
― 1,470,000 ― 304,219 ― 81,558

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成28年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   97,500 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,372,300 13,723 ―

単元未満株式 普通株式      200 ― ―

発行済株式総数 1,470,000 ― ―

総株主の議決権 ― 13,723 ―

 

②【自己株式等】

平成28年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

モジュレ株式会社
東京都港区芝五

丁目25番11号
97,500 ― 97,500 6.63

計 ― 97,500 ― 97,500 6.63

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

モジュレ株式会社(E05600)

四半期報告書

 5/13



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

　当社は、平成27年６月18日開催の第16回定時株主総会において、定款一部変更の件を決議し、決算期を３月31日

から５月31日に変更いたしました。これに伴い、前第１四半期会計期間及び前第１四半期累計期間は平成27年４月

１日から平成27年６月30日まで、当第１四半期会計期間及び当第１四半期累計期間は平成28年６月１日から平成28

年８月31日までとなっております。また、前事業年度は、平成27年４月１日から平成28年５月31日までの14か月間

となっております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年６月１日から平成

28年８月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年６月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期財務諸

表について公認会計士上野宜春による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年５月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 613,088 284,605

売掛金 132,520 105,655

リース投資資産 80,035 78,493

商品 7,784 6,676

仕掛品 722 1,030

仮払金 347,524 347,415

預け金 － 100,000

その他 95,406 88,247

貸倒引当金 △147,805 △147,609

流動資産合計 1,129,276 864,514

固定資産   

有形固定資産   

賃貸用資産（純額） 139,346 120,424

建設仮勘定 151,298 151,298

その他（純額） 10,569 9,901

有形固定資産合計 301,214 281,624

無形固定資産   

ソフトウエア 16,838 14,545

賃貸用資産 61,597 46,026

ソフトウエア仮勘定 680,930 680,930

無形固定資産合計 759,367 741,503

投資その他の資産   

投資有価証券 186,559 181,679

長期貸付金 － 1,384

その他 87,955 184,680

投資その他の資産合計 274,515 367,744

固定資産合計 1,335,096 1,390,872

資産合計 2,464,373 2,255,387

負債の部   

流動負債   

買掛金 51,037 27,775

短期借入金 － 90,000

1年内返済予定の長期借入金 379,852 368,228

前受金 392,454 298,735

課徴金引当金 19,560 19,560

損害補償損失引当金 205,000 5,000

その他 126,586 139,435

流動負債合計 1,174,490 948,734

固定負債   

長期借入金 1,049,674 989,660

その他 31,403 30,252

固定負債合計 1,081,077 1,019,912

負債合計 2,255,567 1,968,647
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年５月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年８月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 304,219 304,219

資本剰余金 81,558 81,558

利益剰余金 △130,795 △48,962

自己株式 △93,990 △93,990

株主資本合計 160,993 242,825

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 41,903 38,004

評価・換算差額等合計 41,903 38,004

新株予約権 5,909 5,909

純資産合計 208,806 286,739

負債純資産合計 2,464,373 2,255,387
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年６月１日
　至　平成28年８月31日)

売上高 457,146 495,654

売上原価 334,039 279,110

売上総利益 123,106 216,544

販売費及び一般管理費 78,810 98,525

営業利益 44,296 118,018

営業外収益   

受取利息 751 35

受取手数料 960 960

受取配当金 51 397

デリバティブ評価益 3,205 －

債権受贈益 3,240 －

その他 168 542

営業外収益合計 8,376 1,935

営業外費用   

支払利息 4,817 3,715

その他 250 840

営業外費用合計 5,067 4,555

経常利益 47,605 115,398

特別利益   

新株予約権戻入益 71 －

特別利益合計 71 －

特別損失   

過年度決算訂正関連費用 － 2,631

特別損失合計 － 2,631

税引前四半期純利益 47,676 112,766

法人税、住民税及び事業税 17,591 31,939

法人税等調整額 △2,222 △1,004

法人税等合計 15,368 30,934

四半期純利益 32,307 81,832
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度（平成28年５月31日）及び当第１四半期会計期間（平成28年８月31日）

該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自平成28年６

月１日　至平成28年８月31日）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成28年８月31日）

減価償却費 37,319円 37,581千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月18日

定時株主総会
普通株式 25,450 20  平成27年３月31日  平成27年６月19日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年６月１日　至　平成28年８月31日）

配当に関する事項

　　　　　　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ＩＴアウトソース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年６月１日
至　平成28年８月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 25円39銭 59円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 32,307 81,832

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 32,307 81,832

普通株式の期中平均株式数（株） 1,272,500 1,372,500

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 24円69銭 ―

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数(株) 36,145 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前事業年度末から重要な変動があった

ものの概要

― ―

　（注）当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月30日

モジュレ株式会社

取締役会　御中

 

公認会計士上野宜春事務所

 

   公認会計士 上野　宜春　　　印

 

　私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモジュレ株式会社の平成

28年６月１日から平成29年５月31日までの第18期事業年度の第１四半期会計期間（平成28年６月１日から平成28年８月31

日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年６月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　私の責任は、私が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。私は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　私は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　私が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

財務諸表の作成基準に準拠して、モジュレ株式会社の平成28年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四

半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）1.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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